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石桜同窓会
盛岡市長　田町
岩手高等学校内
印刷山口北州印刷㈱

1
1
月
1
6
日
下

河
原
筈
嗣
郎
同

窓
会
長
（
新
5

回
）
は
村
上
照

五
郎
（
新
2

回
）
、
村
井
紀

之
（
所
1
8
回
）

両
副
会
長
と
共

に
母
校
を
訪

れ
、
菊
地
治
應

校
長
に
新
規
購

入
の
バ
ス
2
台

の
キ
ー
と
検
査

証
を
贈
呈
し

た
。2

9
人
乗
り
ニ

下河原会長から菊地校長へキーを贈呈

ッ
サ
ン
中
型
バ
ス
2
台
で
あ
る
。

赤
坂
俊
夫
前
同
窓
会
長
は
平

成
8
年
の
母
校
創
立
7
0
周
年
に

当
っ
て
精
力
的
に
募
金
活
動
を

推
進
し
、
母
校
の
発
展
に
役
立

つ
支
援
事
業
の
実
施
を
図
っ

た
。そ

の
時
点
で
は
部
活
動
の
た

め
部
室
を
寄
贈
と
い
う
案
が
出

さ
れ
て
い
た
が
実
現
を
見
な
い

で
赤
坂
前
会
長
は
病
没
さ
れ
ち

鱒
沢
前
副
会
長
の
一
時
会
長

代
行
時
代
を
経
て
下
河
原
新
会

長
が
就
任
、
同
会
長
は
ま
ず
7
0

周
年
記
念
事
業
の
締
め
く
く
り

に
着
手
し
よ
う
と
し
て
、
こ
の

案
件
の
調
査
に
入
っ
た
。

部
室
の
問
題
は
ま
ず
校
庭
内

敷
地
の
ど
こ
の
場
所
が
適
切
で

あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

一
方
で
は
丁
度
加
賀
野
に
あ
っ

た
寄
宿
舎
が
老
朽
の
た
め
校
舎

内
敷
地
の
一
部
に
新
築
に
向
け

て
若
手
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

現
在
の
長
田
町
校
舎
の
周
辺

に
つ
い
て
は
、
学
園
全
体
と
し

て
の
整
備
に
つ
い
て
す
で
に

色
々
な
プ
ラ
ン
が
岩
手
奨
学
会

で
も
進
め
ら
れ
て
い
る
模
様
だ

っ
た
た
め
、
部
室
は
そ
の
方
の

計
画
に
包
合
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
得
る
と
判
断
し
て
、
部
室
寄

贈
の
案
は
方
向
転
換
す
る
こ
と

を
川
月
5
日
の
同
窓
会
理
事
会

に
諮
っ
た
。

一
方
滝
沢
の
野
球
場
が
完
成

し
て
、
練
習
に
励
む
中
で
、
生

徒
の
往
復
の
た
め
に
は
バ
ス
が

欲
し
い
と
い
う
話
題
が
数
年
前

か
ら
出
て
い
た
。

ま
た
滝
沢
の
野
球
グ
ラ
ン
ド

の
ほ
か
に
、
隣
接
し
て
さ
ら
に

練
習
グ
ラ
ン
ド
が
整
備
さ
れ
て

お
り
、
バ
ス
の
需
要
は
ま
す
ま

す
増
え
る
と
思
わ
れ
る
。

下
河
原
会
長
は
1
0
月
5
日
の

理
事
会
に
部
室
案
を
バ
ス
購
入

に
切
り
替
え
る
こ
と
を
諮
っ
て

賛
同
を
得
、
1
0
月
2
0
日
の
1
2
年

度
同
窓
会
総
会
に
提
案
し
て
可

決
を
得
て
購
入
に
至
っ
た
も
の

で
あ
る
。

バ
ス
の
購
入
に
当
っ
て
は
盛

岡
日
産
モ
ー
タ
ー
の
松
岡
邦
郎

専
務
へ
新
9
回
生
）
　
の
特
段
の

好
意
と
配
慮
に
よ
っ
て
日
月
1
6

日
に
納
車
さ
れ
た
。

バ
ス
の
保
有
に
必
要
な
整
備

管
理
者
の
問
題
、
任
意
保
険
、

使
用
規
定
の
整
備
な
ど
を
ク
リ

ア
し
て
現
在
は
活
用
さ
れ
、
生

徒
達
に
喜
ば
れ
て
い
る
。

運
転
は
免
許
取
得
者
の
教
師

3
名
の
ほ
か
事
務
職
員
1
名
が

当
り
、
野
球
部
の
ほ
か
、
山
岳

部
や
こ
れ
か
ら
の
ス
キ
ー
部
の

移
動
の
た
め
大
い
に
活
躍
す
る

こ
と
に
な
る
。

大学別合格状況
平成12年4月20日現在の大学合格状況が判明した。

前年より国公立大合格者は減ったが私大合格が増えている。

就職希望は20名余に対して就職決定者は12、13名のみで甚だ厳

しい。また商卒の公務員試験も警察官採用喜式験も難関である。
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岩
手
中
・
高
校

募
集
要
項

発
表
さ
れ
る

詳
し
く
は
別
表
の
通
り
で
あ

る
が
、
少
子
化
傾
向
が
進
む
な

か
、
生
徒
募
集
は
い
ず
れ
の
中
・

高
校
も
厳
し
い
。
同
窓
生
の
関

係
子
弟
の
多
く
の
人
の
応
募
が

望
ま
れ
る
。

下
河
原
同
志
会
長
談

一
段
階
を
結
え
次
に
前
進

赤
坂
俊
夫
前
同
窓
会
長
の
あ

と
を
お
引
受
け
し
た
と
き
に
、

も
っ
と
も
気
が
か
り
だ
っ
た
の

は
m
周
年
の
記
念
事
業
の
締
め

く
く
り
で
あ
る
。

ク
ラ
ブ
活
動
の
た
め
の
部
室

を
作
ろ
う
と
い
う
当
初
の
案
が

あ
っ
た
が
、
時
の
経
過
は
す
な

わ
ち
状
況
の
変
化
も
あ
り
得
る

と
思
わ
れ
た
の
で
、
ま
ず
そ
の

実
が
現
在
で
も
妥
当
か
ど
う
か

を
再
確
認
す
る
こ
と
か
ら
は
じ

め
た
。
菊
地
校
長
や
三
田
義
之

理
事
長
に
も
お
会
い
し
て
ご
意

見
も
伺
っ
た
。

長
田
町
の
現
校
舎
を
中
心
に

し
て
学
園
全
体
と
し
て
は
ま
だ

整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

施
設
に
つ
い
て
も
色
々
構
想
が

練
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
今
回

は
部
室
問
題
は
さ
て
お
き
、
す

ぐ
に
も
実
効
性
が
あ
る
生
徒
移

動
の
た
め
の
バ
ス
の
購
入
案
に

切
り
替
え
る
こ
と
に
し
た
。

理
事
長
も
校
長
も
ほ
と
ん
ど

即
決
に
等
し
く
早
い
時
期
に
賛

成
を
し
て
下
さ
っ
て
実
現
に
漕

ぎ
つ
け
た
。

滝
沢
の
グ
ラ
ン
ド
も
ま
だ
総

合
グ
ラ
ン
ド
的
に
整
備
が
進
む

よ
う
だ
か
ら
、
バ
ス
は
大
変
役

立
つ
こ
と
と
思
う
。

安
全
性
に
は
あ
く
ま
で
も
気

を
付
け
て
、
生
徒
の
た
め
に
バ

ス
が
活
躍
す
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。

私
と
し
て
は
ま
ず
第
一
ス
テ

ッ
プ
を
踏
ん
で
ホ
ッ
と
し
て
い

る
。
ま
だ
2
0
0
万
程
の
資
金

が
あ
る
が
、
こ
れ
は
8
0
周
年
に

使
っ
て
も
い
い
し
、
あ
る
い
は

折
を
見
て
学
校
の
P
R
に
役
立

て
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。

岩
手
中
・
高
の
同
窓
生
は
先

準
後
輩
の
絆
は
極
め
て
強
く

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
母
校
の

発
展
を
願
う
に
は
、
ま
ず
在
校

生
が
元
気
に
な
る
こ
と
だ
と
思

っ
て
支
援
を
続
け
て
い
き
た
い
。

平成13年度　岩手中・高等学校生徒募集要項
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詣年墓石摸同窓会総会
10月20日（金）に開催される

叫
　
予
算
そ
の
他
の
審
議
が
行
わ
れ
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。
引

…
続
い
て
、
懇
親
会
が
別
室
で
行
わ
れ
た
。
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平
成
1
2
年
度
の
石
桜
同
窓
会
総
会
は
1

0
月
2
0
日
（
金
）
午
後

6
時
か
ら
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
で
開
催
さ
れ
た
。

総
会
に
は
お
よ
そ
5
0
名
が
出
席
、
会
務
報
告
に
続
い
て
決
算
、

▼
旧
交
を
温
め
る

■
先
輩
等
の
乾
杯

総
会
で
は
藤
原
仁
左
衛
門
氏

（
旧
1
4
回
生
）
が
議
長
と
な
り
、

下
河
原
善
嗣
郎
同
窓
会
長
が
次

の
よ
う
に
挨
拶
を
行
っ
た
。

「
昨
年
3
月
赤
坂
俊
夫
同
窓

会
長
が
亡
く
な
る
と
い
う
大
き

な
損
失
が
あ
っ
た
。
赤
坂
会
長

は
母
校
の
7
0
周
年
記
念
事
業
と

し
て
ク
ラ
ブ
活
動
の
た
め
の
部

室
の
寄
贈
を
考
え
て
お
ら
れ
た

が
、
そ
の
後
学
校
敷
地
内
の
こ

れ
か
ら
の
計
画
と
の
関
連
で
別

の
提
案
を
し
た
い
と
思
う
の
で
、

よ
ろ
し
く
審
議
を
い
た
だ
き
た

い
」
と
結
ん
だ
。

来
賓
祝
辞
と
し
て
は
元
岩
手

高
校
長
遠
藤
耳
中
理
事
が
立
っ

て
最
近
の
心
境
も
交
じ
え
て
話

さ
れ
た
。

「
理
事
長
は
東
京
で
の
所
用

の
た
め
欠
席
で
、
皆
さ
ん
に
よ

ろ
し
く
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

自
分
が
こ
の
総
会
に
出
席
す
る

の
も
、
も
う
何
十
回
と
重
ね
、

も
う
そ
ろ
そ
ろ
い
い
じ
ゃ
な
い

か
と
申
し
上
げ
た
が
、
折
角
の

お
誘
い
な
の
で
出
席
し
た
。
皆

さ
ん
の
元
気
な
顔
を
み
て
嬉
し
い
。

5
0
年
以
上
も
毎
日
学
校
へ
適

っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
朝
8
時

過
ぎ
る
と
自
然
に
足
が
バ
ス
停

に
向
か
う
。
皆
さ
ん
の
邪
魔
に

な
ら
ん
よ
う
に
と
思
い
な
が
ら
、

生
徒
諸
君
の
嬉
し
い
顔
の
と
き

は
二
柘
に
笑
い
、
困
っ
た
よ
う

な
顔
の
と
き
は
私
も
困
る
と
い

う
同
じ
気
持
ち
で
あ
る
。

今
年
は
9
月
下
旬
に
長
野
で

開
か
れ
た
、
ろ
う
あ
者
テ
ニ
ス

の
全
国
大
会
で
男
子
シ
ン
グ
ル

ス
の
高
校
3
年
武
藤
諭
君
が
優

勝
し
た
し
、
新
1
回
生
の
阿
部

淳
也
君
は
岩
手
日
報
文
化
賞
を

受
け
る
と
い
う
朗
報
も
あ
る
。

滝
沢
の
グ
ラ
ン
ド
も
将
来
総
合

グ
ラ
ン
ド
的
な
存
在
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。
発
展
途
上
の
岩

▲
挨
拶
す
る
下
河
原
同
窓
会
長

■
諸
先
輩
続
々
参
集

ト
遠
藤
貫
中
岩
手
奨
学
会
理
事

手
高
校
を
皆
さ

ん
ぜ
ひ
絶
大
な

ご
支
援
を
お
願

い
し
た
い
」
と

の
こ
と
だ
っ
た
。

つ
づ
い
て
議

事
に
入
り
、

二
）
会
務
報

告
（
別
掲
）

（
二
）
平
成
1
1

年
度
一
般
会

計
決
算
報
告

及
び
特
別
会

計
決
算
報
告

（
三
）
　
監
査
報

告

加
者
で
懇
親

会
が
関
会
し

た
。菊

地
治
雄

校
長
は
挨
拶

の
中
で
、
テ

ニ
ス
部
、
物

理
郡
そ
の
他

の
一
般
新
聞

で
も
報
道
さ

れ
た
母
校
生

の
最
近
の
清

（
四
）
ク
ラ
ブ
強
化
育
成
基
金

報
告

（
五
）
平
成
1
2
年
度
事
業
計
画

案
審
議

〓
ハ
）
平
成
1
2
年
度
一
般
会
計

予
算
案
審
議
及
び
特
別
会
計

予
算
審
議

（
七
）
ク
ラ
ブ
強
化
育
成
基
金

（
70
周
年
記
念
事
業
募
金
）
の

使
途
変
更
に
つ
い
て

（
八
）
会
則
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

（
九
）
そ
の
他

を
順
次
諮
っ
て
原
案
通
り
可
決

さ
れ
た
。

会
務
報
告
と
1
2
年
度
事
業
計

画
は
同
窓
会
事
務
局
の
武
田
共

和
先
生
（
薪
2
1
回
生
）
か
ら
、

決
革
、
予
算
は
川
村
康
二
先
生

（
新
2
4
回
生
）
か
ら
説
明
さ
れ
、

監
査
報
告
は
玉
山
哲
史
監
事

（
新
1
1
回
生
）
が
行
っ
た
。

（
七
）
に
つ
い
て
は
下
河
原
会

長
が
説
明
し
た
。
即
ち
7
0
周
年

記
念
事
業
募
金
の
使
途
と
し
て

ク
ラ
ブ
強
化
育
成
の
た
め
部
室

を
寄
贈
し
た
い
と
い
う
懸
案
が

あ
っ
た
が
、
現
校
舎
敷
地
の
今

後
の
計
画
と
の
触
合
い
か
ら
、

使
途
を
方
向
転
換
し
て
生
徒
搬

送
用
の
バ
ス
2
台
の
購
入
に
当

て
た
い
と
し
て
可
決
さ
れ
た
。

（
八
）
の
会
則
は
役
員
の
う

ち
、
理
事
に
つ
い
て
、
現
在
の

各
回
、
並
び
に
各
支
部
1
名
の 菊

地
治
雄
校
長
挨
拶

鱒
沢
前
副
会
長
の
乾
杯
発
声

ほ
か
に
各
ク
ラ
ブ
の
O
B
代
表

を
加
え
る
と
い
う
提
案
で
あ
り
、

異
義
な
く
可
決
さ
れ
た
。

（
九
）
の
そ
の
他
の
項
で
、
応

援
団
顧
問
の
佐
藤
正
俊
先
生
よ

り
説
明
が
あ
り
、
応
援
歌
と
校

躍
ぶ
り
に
触
れ
、
さ
ら
に
は
平

成
1
4
、
1
5
年
に
は
中
学
卒
業
生

が
激
減
す
る
少
子
化
時
代
を
迎

え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
卒
業
生
各

位
に
は
母
校
受
験
に
つ
い
て
P

R
の
応
嬢
を
切
望
し
た
い
と
結

ん
だ
。石

桜
同
窓
会
会
則
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

1
0
月
の
理
事
会
に
お
い
て
、

各
ク
ラ
ブ
O
B
会
の
代
表
者
を

理
事
た
追
加
し
、
理
事
会
を
も

っ
と
活
発
な
会
に
し
て
は
ど
う

か
と
い
う
提
案
が
あ
り
、
満
場

一
致
で
可
決
さ
れ
、
総
会
に
お

い
て
も
承
認
さ
れ
た
。

校
歌
・
応
援
歌
の

C
D
化
に
つ
い
て

総
会
の
席
で
、
生
徒
会
応
援

団
顧
問
の
佐
藤
正
俊
先
生
か

ら
、
校
歌
・
応
援
歌
の
C
D
を

プ
ロ
の
歌
手
に
依
頼
し
、
制
作

し
た
い
が
、
応
援
団
で
は
資
金

が
な
い
の
で
同
窓
会
で
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
は
し
い
と
い
う
捷

案
が
あ
り
、
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。

現
在
の
予
定
で
は
、
平
成
1
3

年
度
総
会
（
1
0
月
）
を
め
ど
に
、

第
1
回
と
し
て
五
百
枚
ぐ
ら
い

の
制
作
が
目
標
で
あ
る
。

平 成 1 1 年 度 決 算 報 告 書

】　 －一般 会 l十

1収入 の 部

日　　　 日 洩　 ヨ江　 顆 平 成 1 1 重E 肝 予 コE紹
全　　　　　　　　　　 瞥 1 ＿10 0 ＿0 0 0 1 ＿1 1 0 ＿0 0 0
入　　　　　 毒き　　　　　 念 6 6 0 ＿O IIl） 6 6 6 ＿0 0 0
靂究　 全　 会　 券　 f t 3 7 1）＿n n n 5 0 0 ＿0 0 0
弄Il　　　　　　　　　　　 子 7 6 3 1 ＿0 0 0
／J≡　　　　　 －　　　　 鷲 19 6 ＿9 3 4 2 0 0 ＿0 0 0
i 姐　　　　　 虞蚊　　　　　 令 6 6 2 ＿5 1 1 6 6 2 ＿5 1 1
爪　　　　　 人　　　　　 命 2 0 0 ＿0 0 0 0
ノゝ 　　　　　　　　　　 百十 3 ．19 0 ＿2 0 8 3 ＿1 3 9 ．5 1 1
支 出 の 部

一　　　　　　 汁ゝ－　　　　　　 ▲′ 6 8 5 ．2 9 3 7 0 0 ＿n O O
右　 桜　 舎　 祁　 肋　 令 2 5 0 ＿0 0 0 2 5 0 ＿0 0 0
E ll　　　　 屈It　　　　　 t F 4 0 3 ＿6 】9 6 0 0 ＿0 0 0
′一　　　　 ・・　　　　 ⊥ 14 9 ＿3 8 0 5 0 ＿0 0 0
；雨　　　　 イ再　　　　 － 6 8 0 ＿18 3 6 0 0 ＿0 0 0
幕　　　　　 瀕　　　　　 t■ 6 0 ▲0 7 8 1 0 ＿0 0 1）
布　　 滞　　 手　　 当 6 0 ＿0 0 0 6 0 ＿n O O
／。：　　　　　　　　 ・コ 6 6 3 ▲15 1 5 0 0 ＿0 0 0
特　 買Il 会　 E十　月ヨ　入 0 2 0 【I＿0 0 0

土　　　　　 山　　　　　　 こ 2 0 1）＿0 0 n 0
ニケ　　　　　 個貯　　　　　 t r 0 1 6 9 ＿5 1 1

斉十 3 ＿15 1 ▲7 0 4 3 ＿1 3 9 ＿5 1 1

ll　 特 別 会 I汁

収 入 の 郡

一 肘 食 言十よ　 り轟編入 n 2 0 n ＿0 0 0
矛日　　　　　　　　　　 子 2 ＿19 7 5 ＿0 0 0
i反　　　　 庁　　　　 舎 2 0 0 ▲0 0 0 0
i敷　　　　 き釈　　　　 念 2 ＿2 5 7 ．9 6 7 2 ＿2 5 7 ＿9 6 7
郵 †酔態 帯 弓l き落 し 2 ＿9 9 7 ＿13 0 0
ク ラ フ■弓電化 育 成 基 金 2 ＿0 0 0 ＿0 0 0 0
含　　　　　　　　　　 苫十 7 ＿4 5 7 ＿2 9 4 2 ．4 6 2 ＿9 6 7

支 出 の 郡

－　 般　 会　 ヨ十　 へ 1　　　　 2 0 0 ．0 0 0 1　　　　　　　　　　 0

名　　 字昨　　 日】　　 腐Il 1　　 6 ＿7 9 6 ．0 5 1 1　　　　　　　　　　 0

4　　　　　　　 －　　　　　　　　 － l　　　　 1 0 ＿0 0 0 1　　　　　　　　　　 0
ノゝ 　　　　　　　　　　　 だ十 t　　　　 7　n n G ＿∩5 1 l　　　　　　　　　　　　 n

平 成 1 2 年 度 予 算 案

1　 －・1瞼金書十

収入 の部
科　　　 白 本年度 予算額 平 成1 1年 度予 ：打電巧

会　　　　　　　　 費 1．340 ．000 1．110 ．0 00
入　　　　 会　　　　 金 烏04 ．000 666 ．0 00
総　 会　 会　 券　 代 5 00 ．000 500 ．0 00
利　　　　　　　　 子 1 ．000 1．0 00
名唯　　　 1収　　　　 入 2 00 ．000 200 ．O l）0
繰　　　 越　　　 金 38 ．504 662 ．5 11

計 2 ，8 83 ．504 3 ．139 ．5 11
支出の部
会　　　 長鶉　　　 サ 700 ．000 700 ．0 00
石　 桜　 会　 補 助　 金 2 50 ．000 250 ．0 00
印　　　　 刷　　　　 甘 4 00 ．000 600 ．00 0
慶　　　　 弔　　　　 賞 70 ．000 50 ．00 0
通　　　　 伺　　　　 欝 6 00 ．000 600 ．00 0
事　　　 務　　　 賢 30 ．000 10 ．00 0
事　 】防　　 手　　 当 60 ．000 60 ．00 0
雑　　　　　　　　 ■ 6 00 ．000 500 ．00 0
特　 別　 会　 君十 編　 入 100 ．000 200 ．00 0
予　　　 備　　　 費 73 ，504 169 ．5 11

ヨ十 2 ．883 ．504 3 ．139 ．5 11

ll　 特別全書†

収 入の郎
一 般 全 身十よ り編 入 10 0 ．000 200 ．00 0
利　　　　　　　　　 子 3 ．000 5 ．00 0
返　　　　 戻　　　　 金 0 0
石 桜 振 j鶏 舎 か ら 1 ．282 ．519 0
練　　　　 磨基　　　　 金 45 1 ．243 2 ．2 57 ．96 7
」ゝ　　　　　　　　 計 1 ．836 ，762 2 ．46 2 ．96 7
支 出の郡
返　　　 戻　　　 金 1　　　 100 ．0 00 0

刑・l　　　 100 ＿0 00 0

歌
の
C
D
を
作

り
た
い
と
の
こ

と
で
、
3
0
0

万
円
ほ
ど
資
用

が
か
か
る
が
、

販
売
に
よ
っ
て

こ
れ
を
賄
い
た

い
の
で
何
卒
支

援
購
入
し
て
ほ

し
い
と
の
発
言

が
あ
っ
た
。

総
会
は
予
定

時
間
を
若
干
オ

ー
バ
1
し
て
終

了
。
別
室
で
は

l
0
0
名
に
近
い
参

平成11年度　クラブ強化育成基金　決算書

収入の部

項　　　目　決算額（円）　　備　　　考

繰　越　金　18．朋6．857
利　　　　息　　　　9．136

合　　　計　18．455，993

繰越金15．貼5．993円

平成11年度　会務報告
（l）平成11年10月22日（金）

同窓会総会（ホテルメトロポリタン盛岡）
（2）平成12年9月28日（木）

同窓会会計監査会・役月会（さのえね支店）
（3）平成12年10月5日（木）

同窓会理事会　総会議案蕃議（さのえね支店）
（4）平成12年10月20日（金）

同窓会総会（ホテ／レメトロポリタン盛岡）

平成12年度　事業計画
1．指針

母校の繁栄に大いに寄与できる基盤を整える。
2．事業計画

（l）母校クラブ活動を積極的に支援す争。
（クラブ強化育成基金の適切な活用）

（2）会員相互の親睦交流を図る。

（支部、地区会、クラス会等の節目を重視し
た集会を盛んにする）

（3）本部と支部・地区会等の連携を図る。
（相互に情報を提供する）

お
銀幕 の店 お 席

山　　 善
お 土 物
茶 産 に
う に
け

盛岡市材木町 2 －21 に
T E L （622）2 6 1 8

特定建設業
Z　 株式会社 下 河 原 組

〒0 20－0 403
代珊 綿 役会長 下 河 原 義 網 郎 （新 5 【弛 ） 岩手 県盛 岡 市 乙削 地 割 6 番 地 】

代珊 舶 tt艮 下 河 原　 大 希 （新 3 6 回 生 ） T E L 6 96 ‾225粥

F A X　 6 96 ・2360

大小舞宴会 ・禦商談等に
・鱒利用下さい。

御食事j匹
：；： 者 の え ね 支 店

盛 岡 市 本 町 通 l T 日 17 －6

屯 話 6 2 2－9 3 4 6
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在
校
生
、
今
年
も
活
躍

月
面
を
逆
さ
ま
で
走
る

模
型
串
の
走
行
を
実
演

日
本
の
科
学
の
祭
典
や
全
米

理
科
教
師
連
盟
の
大
会
に
も
参

加
す
る
母
校
物
理
部
の
生
徒

が
、
こ
ん
ど
は
1
0
月
1
2
日
盛
岡

市
内
で
開
か
れ
た
技
術
士
の
全

国
大
会
で
三
次
元
走
行
車
や
超

伝
導
の
実
験
デ
モ
を
し
た
。

車
体
や
タ
イ
ヤ
は
ラ
ジ
コ
ン

カ
ー
の
も
の
を
使
用
、
接
地
面

に
普
通
の
磁
石
よ
り
一
千
倍
の

磁
力
が
あ
る
ネ
オ
ジ
ウ
ム
磁
石

を
前
方
と
後
方
に
搭
載
し
、
中

心
部
に
通
常
の
4
0
～
5
0
倍
の
磁

力
が
あ
る
フ
ェ
リ
ウ
ム
磁
石
と

ネ
オ
ジ
ウ
ム
を
少
量
付
け
、
車

体
を
安
定
さ
せ
た
。

月
の
太
陽
光
の
な
い
と
こ
ろ

は
低
温
で
、
重
力
も
地
球
の
6

分
の
1
し
か
な
い
の
で
超
伝
導

を
使
え
ば
走
行
車
が
自
由
に
月 面

を
走
る
こ
と
も
で
き
る
し
、

車
椅
子
で
移
動
す
る
こ
と
も
可

能
と
の
こ
と
。
水
準
の
高
さ
に

来
会
者
は
紫
い
た
よ
う
だ
。

全 国 ろ う あ 者 テ ニ ス 大 会 で

岩 高 3 年 武 藤 鎗 君　 弧

■ ・二・

れ
た 9
ろ 月
う 下
あ 旬
者 に
子 長

′

l

J　 ／‘

7

二日ト妄

十　 ㌢

。j＿ 野
ス 市
の で
全 開

ち一つ
・＿■一山・一・・■

▼
ホ
ー
ム
ベ
L
ジ
開
設
▲

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

岩
手
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

が
開
設
さ
れ
て
は
い
ま
し
た

が
、
今
年
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
を
し
て
か
な
り
完
成
度
の

高
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
、
未
完
成
の
部
分
も
あ

り
ま
す
が
、
学
校
の
概
要
や

進
学
状
況
、
ク
ラ
ブ
の
紹
介

か
ら
戦
績
な
ど
も
紹
介
さ
れ

て
お
り
、
石
割
桜
の
写
真
や
、

校
章
が
バ
ッ
タ
の
デ
ザ
イ
ン

と
な
っ
て
い
た
り
な
ど
、
写

真
も
多
く
校
歌
も
あ
り
、
随

所
に
石
桜
精
神
が
遺
憾
な
く

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
再
開
後
第
2
回
日
と

な
る
修
学
旅
行
（
1
2
月
1
2
日

～
16
日
）
は
、
今
年
は
行
動

の
様
子
が
写
真
入
り
で
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
様
々

な
情
報
を
紹
介
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

lW A TE　H IG H　SC H O O L
H O M E　P AG E

httpJ／w w w ．iw ate－Jh．ed．Jp／

大
会
で
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
部

で
武
藤
論
者
は
前
回
優
勝
者
を

制
し
て
活
躍
、
初
出
場
で
初
優

勝
を
得
た
。
来
年
3
月
に
行
わ

れ
る
イ
タ
リ
ア
・
ロ
ー
マ
の
世

界
大
会
に
向
け
て
次
は
東
京
で

の
代
表
選
手
選
考
会
に
狙
い
を

定
め
て
い
る
。

高
一
・
大
西
溝
友
君

「
小
さ
な
親
切
」
運
動

実
行
章
を
受
章

高
松
の
池
近
く
に
住
む
大
西

清
友
君
は
家
の
仕
事
柄
沢
山
の

パ
ン
が
あ
る
の
で
、
小
学
校
低

学
年
の
頃
か
ら
高
松
の
池
に
飛

来
す
る
白
鳥
た
ち
に
餌
を
や
り

続
け
て
い
て
る
。

「
白
鳥
お
じ
さ
ん
」
の
名
で
親

し
ま
れ
て
い
る
高
松
一
丁
日
在

住
の
高
橋
次
雄
さ
ん
の
推
せ
ん

で
、
「
小
さ
な
親
切
」
運
動
岩
手

県
本
部
（
代
表
・
斎
藤
育
夫
岩

手
銀
行
頭
取
）
か
ら
7
月
2
5
日
、

高
松
の
池
に
飛
来
す
る
白
鳥
の

越
冬
に
協
力
し
た
2
団
体
1
7
名

の
一
人
と
し
て
実
行
草
を
贈
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。

クラブ活動

成果豊富に

各
ク
ラ
ブ
の
戦
績
は
、
岩
手

日
報
紙
面
に
た
び
た
び
掲
載
さ

れ
た
よ
う
に
豊
富
で
あ
っ
た
が

こ
こ
で
は
そ
の
中
で
、
本
年
度

の
石
桜
同
窓
会
表
彰
対
象
と
な

っ
た
も
の
を
掲
載
す
る
。

（
団
体
の
部
）

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

東
北
総
体
　
準
優
勝

・
山
岳
部

県
民
体
縦
走
の
部
　
第
三
位

・
テ
ニ
ス
都

県
高
総
体
　
団
体
優
勝

東
北
高
校
テ
ニ
ス
選
手
権
大

会
　
男
子
団
体
準
優
勝

東
北
総
体
　
第
三
位

県
高
校
新
人
テ
ニ
ス
大
倉

団
体
優
勝

・
水
泳
部

県
民
体
少
年
B
珊
m
メ
ド
レ

ー
リ
レ
ー
　
第
二
位

・
将
棋
部

県
高
校
将
棋
大
会
団
体
健
勝

・
映
画
部

県
南
経
文
祭
放
送
部
門
大
会

創
作
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
部
門
第

一
位
（
全
国
大
会
出
場
）

吉
田
裕
隆
監
督

へ
個
人
の
部
）

県
高
総
体
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

個
人
等
二
位
　
三
舶
宏
治
・

九
一
濁
音
組

県
民
体
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

優
　
勝
　
三
船
・
丸
一
組

県
高
校
山
岳
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
一
位
　
　
　
赤
坂
直
哉

東
北
総
体
山
岳
羨
技
総
合
二
位

団
体
メ
ン
バ
ー
赤
坂
直
哉

国
体
山
岳
競
技

少
年
男
子
の
部

総
合
第
三
位

団
体
メ
ン
バ
ー

赤
坂
直
哉

県
高
総
体

テ
ニ
ス
競
技
男
子

シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
　
中
川
　
頗

シ
ン
グ
ル
ス
第
三
位
菅
原
陵
匿

ダ
ブ
ル
ス
優
勝中

川
・
菅
原
組

東
北
高
校
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
健
勝

中
川
　
噸

ダ
ブ
ル
ス
優
勝中

川
・
菅
原
組

県
民
体
テ
ニ
ス
農
技
少
年
男
子

シ
ン
グ
ル
ス
健
勝
　
中
川
　
順

シ
ン
グ
ル
ス
第
三
位
菅
原
陳
臣

ダ
ブ
ル
ス
健
勝中

川
・
菅
原
組

ダ
ブ
ル
ス
第
三
位
武
藤
　
輸

佐
々
木
倖
組

県
高
校
新
人
テ
ニ
ス
大
会
個
人

シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
　
谷
地
攣
人

シ
ン
グ
ル
ス
準
優
勝
橘
　
伸

シ
ン
グ
ル
ス
第
三
位
赤
坂
和
男

ダ
ブ
ル
ス
優
勝
　
谷
地
・
楕
姐

ダ
ブ
ル
ス
第
三
墓
・
赤
坂
姐

県
高
給
休
水
泳
虎
技

‾‾●‾●‾‾一●‾●‾‾‾‾‾－‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾1

1

1

石楼寮

完成する

「
、
●
－
●
－
◆
－
●
．
▲
．
．
●
．
◆
，
●
．
●
．
●
、
●

冊
m
背
泳
二
位
江
刺
東
洋
一

県
民
体
水
泳
競
技

掴
m
背
泳
二
位
江
刺
家
洋
一

水
泳
新
人
大
会
男
子

珊
m
背
泳
三
位
江
刺
家
洋
一

l
0
0
m
背
泳
二
位
江
刺
東
洋
一

全
国
高
校
将
棋
竜
王
戦
果
選
手

権
大
会
　
優
勝
　
高
橋
春
柑

（
全
国
大
会
へ
）

第
三
位
　
川
村
　
綾

県
高
校
文
化
連
盟
将
棋
級
別
大

会
A
級
準
優
勝
　
米
澤
佑
太

平
成
12
年
3
月
2
7
日
1
1
時
か

ら
三
田
理
事
長
は
じ
め
遠
藤
理

事
、
学
校
側
か
ら
菊
地
校
長
・

菊
池
教
頭
・
外
舘
寮
監
・
本
館

事
務
長
の
先
生
方
出
席
の
も
と

に
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

4
月
よ
り
入
寮
が
始
ま
り
、

現
在
1
1
名
の
入
寮
者
が
い
ま

す
。二

人
部
屋
が
2
室
、
一
人
部

屋
が
2
4
室
で
2
8
名
の
入
寮
が
可

能
で
す
。
食
堂
・
自
習
室
・
洗

濯
董
・
物
干
場
も
完
備
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
校
舎
の
敷
地
内
に
あ

り
、
非
常
に
便
利
で
す
。

食
事
も
全
日
三
食
付
き
で
、

平
日
の
昼
食
は
弁
当
が
事
務
室

に
届
け
ら
れ
、
各
自
教
室
で
食

べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

年末年始・8月l日～夏休み終了3日前

50．000円（入寮時のみ）

51′000円（月々の経費・

食事3食込み）

5．080円（日月～3月まで

の5ケ月分）

脚
㈱
冊
…
捌

石
桜
祭
開
催
中
の
9
月
2
日
、
恒
例
の
校
外
講
師
に
よ
る
譲

濱
は
今
年
は
司
法
書
士
の
小
山
田
泰
彦
氏
に
お
願
い
を
し
た
。

こ
の
世
の
中
は
契
約
社
会
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
日
常
的
な

事
件
に
つ
い
て
判
り
易
く
解
い
て
い
た
だ
い
た
。
聴
衆
は
生
徒

約
9
0
0
名
、
成
人
を
前
の
身
近
な
社
会
科
教
育
の
9
0
分
だ
っ
た
。

こ
こ
で
は
紙
面
の
都
合
上
、
一
部
の
み
を
抄
錦
し
た
。

悪
徳
商
法
対
策

カ
ー
ド
社
会
に
お
け
る

落
と
し
穴

講
師
／
司
法
書
士

小
山
田
春
彦
氏

痘
初
に
、
司
法
書
士
の
仕
事

に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
い
た
し

ま
す
。

司
法
古
土
と
い
う
と
、
不
動

産
屋
さ
ん
と
勘
違
い
な
さ
っ
て

い
る
方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
が
、
弁
護
士
さ
ん
と

比
較
し
て
み
る
と
、
弁
護
士
さ

ん
は
裁
判
の
法
廷
内
で
包
括
代

理
権
を
持
っ
て
、
法
廷
の
中
で

依
頼
人
の
代
弁
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
私
た
ち
は

そ
れ
が
で
き
な
い
ぐ
ら

い
の
も
の
で
、
法
律
的

な
部
分
に
つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
弁
護
士
さ
ん

の
や
っ
て
い
る
の
と
変

わ
り
な
い
よ
う
な
仕
事

を
し
て
お
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
感
じ
で
、

司
法
苔
士
と
い
う
の
は

民
事
・
刑
事
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
法
律
関
係
全
般
に
お
い

て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

今
い
ち
ば
ん
多
い
の
が
消
報

者
金
融
、
俗
に
い
う
サ
ラ
金
の

整
理
で
、
こ
の
あ
い
だ
ま
で
テ

レ
ビ
で
話
題
に
な
っ
て
い
た
商

工
ロ
ー
ン
関
係
の
裁
判
も
や
っ

て
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
本
題
に
入
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

こ
の
社
会
は
、
全
部
契
約
で

成
立
し
て
い
ま
す
。

契
約
杏
を
交
わ
さ
な
く
て
も
、

口
約
束
で
申
し
込
み
を
し
て
、

ヽ

l

l

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

花
巻
北
高
業
高
校
卒
業
。

県
庁
内
郵
便
局
に
就
職
。

盛
岡
短
期
大
学
法
経
学
科

卒
業
後
、
郵
便
局
を
退
職

司
法
義
士
を
取
得
後
、
東

京
で
就
職
。

平
成
十
一
年
よ
り
花
巻
で

仕
事
、
現
在
に
至
る
。

向
こ
う
が
承
諾
す
る
だ
け
で
契

約
は
成
立
し
て
し
ま
う
、
と
い

う
こ
と
に
注
意
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
他

人
、
全
然
知
ら
な
い
人
と
、
何
々

を
し
て
く
だ
さ
い
、
は
い
分
か

り
ま
し
た
、
と
い
っ
た
場
合
に
、

そ
れ
で
も
う
契
約
は
成
立
し
て

い
る
わ
け
で
す
。

消
計
生
活
セ
ン
タ
ー
と
い
う

と
こ
ろ
が
出
し
て
い
る
資
料
で

す
が
、
寄
せ
ら
れ
る
苦
情
の
第

一
位
は
電
話
勧
誘
販
売
。
業
者

が
無
差
別
に
家
庭
に
電
話
を
し

て
、
こ
う
い
う
商
品
は
い
り
ま

せ
ん
か
、
と
い
う
甘
い
誘
い
を

か
け
て
、
高
額
な
請
求
を
す
る

よ
う
な
手
口
で
す
。

第
二
位
が
訪
問
販
売
で
す
。

第
三
位
が
マ
ル
チ
ま
が
い
取
り

引
き
、
ネ
ズ
ミ
講
に
近
い
商
法

で
す
。
第
四
位
が
、
ア
ポ
イ
ン

ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス
。
電
話
で

ア
ポ
イ
ン
ト
を
と
り
、
高
額
な

商
品
を
売
り
付
け
る
よ
う
な
商

法
で
す
。
第
五
位
が
販
売
目
的

隠
匿
商
法
。
ラ
ー
メ
ン
の
試
食

◆
●
●
．
●
．
●
．
●
■
●
．
●
．
●
．
●
、
●
．
●
．
◆
、

し
て
お
り
ま
す
、
と
い
っ
て
布

団
を
売
り
付
け
る
と
か
、
本
来

は
布
団
を
売
り
た
い
の
に
、
別

の
も
の
で
釣
っ
て
そ
っ
ち
売
る

よ
う
な
商
法
で
す
。
結
構
多
い

の
が
、
一
度
こ
う
い
う
被
害
に

遭
わ
れ
た
方
の
二
次
災
害
で
、

第
六
位
で
す
。

悪
徳
業
者
は
、
ほ
と
ん
ど
の

場
合
、
業
者
間
で
情
報
交
換
を

し
て
お
り
ま
す
。
先
ほ
ど
、
二

次
災
害
の
よ
う
な
方
が
た
く
さ

ん
い
る
と
お
話
を
し
ま
し
た
が
、

そ
う
い
う
商
法
に
一
度
引
っ
か

か
っ
た
方
は
何
度
で
も
だ
ま
せ

る
と
、
電
話
や
キ
ャ
ッ
チ
な
ど

い
ろ
い
ろ
き
ま
す
の
で
、
相
当

気
を
付
け
な
い
と
二
次
災
害
が

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
首
都

圏
の
ほ
う
で
は
名
簿
屋
さ
ん
と

い
う
の
が
あ
り
ま
し
て
、
ほ
と

ん
ど
の
情
報
と
い
う
の
は
知
ら

な
い
と
こ
ろ
で
売
田
さ
れ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

と
り
と
め
が
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
ぎ
っ
と
今
の

一
般
社
会
に
つ
い
て
の
問
題
点

等
を
お
話
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
、
こ
れ
か
ら
こ
う
い
っ
た
商

法
な
ど
は
進
化
し
て
き
ま
す
。

皆
さ
ん
も
先
ほ
ど
い
っ
た
気
を

付
け
る
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
は

気
を
付
け
て
、
そ
う
い
う
の
に

引
っ
か
か
っ
た
場
合
に
は
、
す

ぐ
司
法
育
士
に
相
談
す
る
と
い

う
こ
と
を
頭
に
入
れ
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

横右料理とわんこそばの店

初 はつこま 駒

盛岡市八幡町10－21　　電　話　019－651－7184
（盛岡八幡宮前）
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勲
五
等
囁
宝
章
を
受
章

母
校
に
永
年
勤
続
さ
れ
た
足

沢
重
先
生
は
す
で
に
県
の
体
育

協
会
功
労
賞
や
文
部
大
臣
体
育

功
労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
が
、

こ
の
た
び
は
勲
五
等
瑞
宝
章
を

受
章
さ
れ
た
。

本
年
1
0
月
1
0
日
皇
居
に
お
い

て
授
与
さ
れ
た
が
、
そ
の
受
章

祝
賀
会
は
1
1
月
2
3
日
盛
岡
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
学
校
．

関
係
者
、
体
育
関
係
者
、
同
窓

生
な
ど
1
5
0
名
が
参
集
、
盛

大
に
行
わ
れ
た
。

（
略
　
歴
）

昭
和
2
3
年
　
盛
岡
農
林
専
門
学

校
を
卒
業

昭
和
2
3
～
平
成
5
年
　
岩
手
中

高
等
学
校
教
諭
と
し
て
勤
務

人
体
擁
塩
釜
関
係
）

昭
和
2
3
年
～
5
7
年

岩
手
県
体
操
協
会

常
務
謹
事
、
事
務
局
長
、

理
事
長
、
副
会
長
を
歴
任

昭
和
5
8
～
平
成
3
年

岩
手
県
体
操
協
会
会
長

平
成
3
年
～
現
在

岩
手
県
体
操
協
会
名
誉
会
長

（
主
な
受
賞
歴
〉

平
成
3
年

岩
手
県
体
育
協
会
功
労
賞

平
成
9
年

文
部
大
臣
体
育
功
労
者
表
彰

勲
四
等
旭
日
小
綬
章
を
受
章

薩
野
信
篤
氏
（
旧
1
7
回
生
）

は
今
年
春
の
叙
勲
で
勲
四
等
旭

日
小
綬
章
を
受
章
さ
れ
た
。 同

氏
は
早
稲
田
大
学
を
卒
業

後
文
部
省
に
永
く
勤
務
、
退
官

後
は
学
校
法
人
昌
賢
学
園
群
馬

社
A
意
荘
短
大
に
勤
務
さ
れ
ち

文
部
省
私
立
学
校
課
長
時
代

に
は
岩
手
中
・
高
か
ら
の
陳
情

に
つ
い
て
も
色
々
尽
力
い
た
だ

い
た
。

花
巻
市
市
勢
功
労
者
に

工
藤
圭
氏
（
旧
1
8
回
生
）
は

花
巻
市
市
勢
功
労
者
と
し
て
元

N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ
し
元
参

議
院
議
富
の
高
橋
圭
三
氏
等
と

岩
手
日
報
文
化
費
を
受
賞

岩
手
日
報
社
か
ら
贈
ら
れ

る
今
年
の
着
手
日
報
文
化
賞

は
産
業
部
門
と
し
て
新
1
回

生
の
阿
部
淳
也
氏
に
輝
い

た
。
同
氏
は
紫
波
町
出
身
、

芽
吹
き
蜃
北
上
京
本
部
岩
手

阿
部
製
粉
株
式
会
社
の
牡
轟

で
あ
る
。
12
月
の
某
日
多
忙

な
同
氏
を
訪
ね
て
近
況
を
伺

っ
た
。◆

◆

訪
問
し
た
の
は
石
鳥
谷
バ
イ

パ
ス
沿
い
の
本
社
・
工
場
に
隣

接
す
る
和
風
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ビ

オ
ト
ー
プ
芽
吹
き
屋
」
で
あ
る
。

1
2
月
に
入
っ
て
間
も
な
く
の

日
、
鈍
い
冬
の
陽
射
し
が
広
い

窓
ガ
ラ
ス
ご
し
に
射
し
て
い
た

の
が
や
が
て
雪
に
変
っ
た
。

し
か
し
木
の
温
か
味
が
伝
わ

る
内
装
の
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
は

窓
ご
し
に
庭
園
が
見
え
て
四
季

の
自
然
が
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く

れ
る
。
庭
園
は
約
一
万
吋
、
園

内
に
あ
る
池
や
小
川
に
は
鯉
や

鮒
、
か
じ
か
、
め
だ
か
、
蛍
が

住
み
、
雑
木
林
に
は
野
鳥
や
狸

も
安
心
し
て
や
っ
て
く
る
と
い

う
自
然
公
園
＝
即
ち
阿
部
社
長

狙
い
通
り
の
生
態
系
を
生
か
し

た
生
活
空
間
＝
ビ
オ
ト
ー
プ
で

あ
る
。

店
内
で
の
メ
ニ
ュ
ー
は
銘
水

そ
ば
を
は
じ
め
独
自
の
3
種
の

お
し
る
こ
、
さ
ら
に
野
菜
を
生

か
し
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と
豊

富
。
も
ち
ろ
ん
6
0
種
類
に
亘
る

和
菓
子
、
せ
ん
べ
い
、
そ
ば
の

販
売
店
も
あ
る
の
だ
か
ら
花
巻

温
泉
帰
り
の
観
光
バ
ス
に
も
好

評
な
こ
と
が
う
な
ず
か
れ
る
。

日
報
文
化
賞
の
賞
状
に
は
、

わ
が
国
で
初
め
て
冷
凍
和
菓
子

の
開
発
に
成
功
し
…
と
あ
る
が

そ
の
開
発
は
何
年
前
か
ら
？
と

尋
ね
る
と
、

「
2
4
年
位
前
で
す
ね
。
香
港
の

物
産
展
で
大
福
が
好
評
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、
も
っ
と
世
界
各
地

で
食
べ
て
も
ら
お
う
と
開
発
を

は
じ
め
、
1
9
7
6
年
に
成
功
。

出
来
た
て
の
大
福
な
ど
の
和

菓
子
を
零
下
5
0
度
で
急
速
冷
凍

し
、
零
下
2
0
度
で
保
管
し
て
出

荷
す
る
。
自
然
解
凍
な
ら
約
2

時
間
、
今
は
電
子
レ
ン
ジ
が
普

及
し
た
か
ら
2
分
で
作
り
た
て

の
味
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま

す
ね
。
」
と
い
う
。

日
報
の
賞
状
に
は
も
う
一
つ
、

海
外
に
販
路
拡
大
と
い
う
こ
と

と
、
農
業
振
興
に
も
力
を
注
ぎ

…
…
と
あ
る
の
で
こ
れ
に
つ
い

て
も
お
聞
き
し
た
。

「
国
産
米
価
格
低
迷
の
原
因

の
一
つ
は
9
4
年
寺
の
米
不
足
に

噂
を
発
し
た
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ

ス
米
の
流
入
。
米
の
味
に
敏
感

共
に
今
秋
受
章
さ
れ
た
。

同
氏
は
元
花
巻
電
報
電
話
局

勤
務
、
昭
和
3
8
年
1
月
花
巻
市

議
会
議
員
と
し
て
初
当
選
以
来

連
続
4
期
1
6
年
、
そ
の
後
昭
和

6
2
年
か
ら
連
続
2
期
8
年
の
通

算
6
期
2
4
年
の
永
い
間
市
議
会

議
員
を
歴
任
し
た
。
当
初
の
1

6

年
間
は
紐
帯
常
任
委
員
と
し
て

な
日
本
人
に
輸
入
米
を
売
ろ
↓

と
し
て
も
無
理
、
外
国
産
米
は

加
工
原
料
に
使
っ
て
製
品
を
輸

出
す
る
。
そ
う
す
れ
ば
国
内
市

場
に
響
か
な
い
。

外
米
を
使
っ
た
冷
凍
和
菓
子

の
輸
出
は
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス

導
入
時
か
ら
考
え
て
い
た
こ
と

だ
が
、
食
糧
庁
は
国
産
米
の
価

格
維
持
を
目
的
に
輸
入
価
格
に

一
定
額
を
上
乗
せ
し
て
供
給
し

た
た
め
、
コ
ス
ト
に
合
わ
ず
見

合
せ
て
き
た
。
し
か
し
私
は
加

工
用
米
に
つ
い
て
は
主
食
用
と

区
別
し
て
輸
入
価
格
の
ま
ま
供

給
し
て
欲
し
い
と
食
糧
庁
長
官

に
陳
情
書
を
送
り
、
粘
り
強
く

要
望
を
繰
り
返
し
た
結
果
、
9
7

年
か
ら
や
っ
と
そ
の
ま
ま
供
給

す
る
と
答
え
が
出
た
。

現
地
で
5
年
前
は
大
福
一
ケ

3
0
0
円
だ
っ
た
も
の
が
今
は

円
安
の
追
風
が
吹
き
、
一
ケ
8
0

円
か
ら
1
0
0
円
と
一
ド
ル
を

割
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
ス
ー
パ
ー

に
も
並
び
、
日
本
人
以
外
も
買

っ
て
く
れ
る
ん
で
す
。
」
と
の
こ

適
正
な
事
務
執
行
と
効
率
的
な

市
政
運
営
の
推
進
に
努
力
、
6
2

年
か
ら
平
成
7
年
ま
で
は
建
設

常
任
委
員
並
び
に
委
員
長
に
就

任
、
高
速
交
通
網
の
整
備
等
基

盤
整
備
に
尽
力
さ
れ
た
。

ま
た
議
会
運
営
委
員
の
ほ
か

花
巻
空
港
整
備
等
特
別
委
員
会

等
多
く
の
要
職
に
あ
っ
た
。
こ

の
た
び
の
受
章
の
報
に
接
し
て

次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。

「
総
務
常
任
委
員
長
の
頃
、

他
市
か
ら
行
政
視
察
に
来
た
議

員
達
に
は
社
会
党
の
常
任
委
員

長
の
存
在
を
当
時
と
し
て
は
不

思
議
が
ら
れ
た
り
し
た
。
議
員

定
数
3
6
名
中
社
会
党
議
員
は
3

名
だ
っ
た
か
ら
無
理
か
ら
ぬ
こ

と
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ

れ
で
も
何
と
か
勤
め
た
。

特
に
任
期
中
に
花
巻
電
鉄
の

電
車
線
路
の
撤
去
問
題
が
あ

り
、
そ
の
時
は
会
社
側
、
市
当

局
側
、
住
民
側
、
労
働
組
合
側

の
間
に
立
っ
て
苦
難
の
選
択
の

道
を
歩
ん
だ
こ
と
は
忘
れ
ら
れ

な
い
。
そ
の
後
の
建
設
常
任
委

員
長
と
し
て
の
任
務
も
何
と
か

こ
な
し
、
こ
の
度
の
自
治
功
労

表
彰
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
お
か

げ
と
感
謝
し
て
い
る
」

と
だ
っ
た
。

和
菓
子
は
米
国
、
カ
ナ
ダ
、

欧
州
各
国
や
香
港
向
け
輸
出
額

は
2
億
円
。
英
国
航
空
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
航
空
、
日
本
航
空
の

国
際
線
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
の

機
内
食
に
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。

米
問
題
に
つ
い
て
は
地
元
出

身
な
だ
け
に
農
家
密
着
の
素
材

利
用
に
も
努
め
て
い
る
よ
う
だ
。

も
ち
米
の
最
高
の
も
の
は
や

は
り
、
日
本
。
新
潟
、
宮
城
も

評
価
で
き
る
が
、
地
元
の
ヒ
メ

ノ
モ
チ
は
ね
ぼ
り
と
老
化
が
遅

▼
雫
石
石
桜
会

1
月
2
8
日
に
「
雫
石
中
央
公

民
館
」
で
。
学
校
か
ら
菊
地
綾

長
、
同
窓
会
か
ら
村
上
照
五
郎

副
会
長
が
出
席
し
、
約
3
0
名
参

加
の
大
変
盛
り
上
が
っ
た
会
と

な
っ
た
。

▼
考
手
町
石
桜
会

5
月
1
3
日
に
第
1
0
回
総
会
が

岩
手
町
内
「
お
ら
ほ
」
で
。
学

校
か
ら
菊
池
教
頭
が
出
席
し
、

約
2
0
名
が
参
加
。

▼
仙
台
石
桜
同
窓
会

6
月
2
4
日
に
第
1
回
捨
金
が

仙
台
市
内
「
あ
こ
や
」
で
。
学

校
か
ら
菊
地
校
長
が
、
同
窓
会

か
ら
村
井
紀
之
副
会
長
が
出
席

し
、
2
2
名
の
参
加
に
よ
り
盛
大

に
行
わ
れ
た
。

▼
医
大
石
桜
会

7
月
8
日
に
「
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
盛
岡
」
で
。
同
窓
会
か
ら

村
上
府
五
郎
副
会
長
が
出
席
し

た
が
、
あ
い
に
く
の
台
風
の
た

め
1
8
名
と
例
年
よ
り
少
な
い
参

加
者
だ
っ
た
。

▼
日
大
石
桜
会

1
1
月
9
日
に
盛
岡
市
内
「
サ

ザ
エ
さ
ん
」
で
。
学
校
か
ら
菊

地
校
嘉
が
、
同
窓
会
か
ら
村
井

紀
之
副
会
長
が
出
席
し
、
約
2
0

名
が
集
ま
っ
た
。

広い庭園が薬しめるレストラン芽吹き星

（
主
な
経
歴
）

昭
和
3
8
～
5
4
年
及
び

昭
和
6
2
～
平
成
7
年
花
巻
市

議
会
議
員

昭
和
3
8
～
5
4
年
総
務
常
任
委

員
会
委
員
（
昭
知
4
6
～
5
1
年

委
員
長
）

昭
和
3
8
～
4

2
年
及
び

昭
和
6
2
～
平
成
7
年
議
会
運

営
委
員
会
委
員

昭
和
6
2
～
平
成
7
年
建
設
常

い
点
で
最
高
だ
と
自
社
の
商
品

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
紫
波
稗
貫

産
使
用
と
明
紀
。

古
く
か
ら
岩
手
県
の
特
産
だ

っ
た
黒
ひ
ら
豆
は
非
常
に
栄
養

価
も
高
い
の
で
地
元
農
家
と
契

約
栽
培
を
し
、
「
む
か
し
煮
」
と

し
て
新
発
売
し
て
い
る
。
減
反

に
苦
し
む
中
山
間
地
域
の
農
家

と
提
携
の
作
付
で
あ
る
。

ま
た
野
菜
畠
材
料
に
し
た
和

菓
子
の
開
発
も
独
特
の
も
の
、

野
菜
を
二
次
原
料
と
し
て
加
工

し
、
衛
生
的
に
一
定
の
品
質
で

保
管
す
る
能
力
の
あ
る
工
場
は

少
な
い
。

こ
こ
ま
で
の
経
営
の
歩
み
に

は
も
ち
ろ
ん
苦
難
の
場
面
も
あ

っ
た
が
、
「
衛
生
は
経
営
の
戦

力
」
と
い
い
切
る
阿
部
社
長
の

工
場
は
徹
底
し
た
衛
生
管
理
を

行
っ
て
い
る
。
工
場
の
内
壁
や

機
械
は
無
菌
状
態
、
手
袋
を
し

て
も
ト
イ
レ
の
扉
は
セ
ン
サ
ー

で
自
助
開
閉
で
、
国
の
衛
生
基

準
を
3
0
倍
も
上
回
る
衛
生
設
備

を
も
つ
。

任
委
員
会
委
員
（
平
成
3

～
7
年
委
員
長
）

平
成
4
～
7
年
花
巻
空
港
薩

傭
間
組
等
特
別
委
員
会
委
員

昭
和
46～
5
4
年
民
生
委
員
推

せ
ん
会
垂
員

昭
和
62～
平
成
7
年
花
巻
地

区
広
域
土
地
開
発
公
社
理
事

昭
和
6
3
～
平
成
7
年
北
上
地

区
広
域
行
政
組
合
議
会
議
員 ▼

東
京
石
桜
同
窓
会

1
1
月
1
1
日
都
内
港
区
の
青
山

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
ー
ル
で
開
催
。

学
校
か
ら
菊
池
軍
次
教
頭
、
遠

藤
清
安
先
生
、
同
窓
会
か
ら
村

上
照
五
郎
副
会
長
が
出
席
、
7
0

名
が
参
加
し
て
盛
大
だ
っ
た
。

ま
た
第
一
部
と
し
て
新
7
回

生
で
日
本
大
学
大
学
院
博
士
課

程
修
了
で
社
会
心
理
学
専
門
の

村
井
健
祐
教
授
か
ら
講
演
が
あ

った。日
本
は
自
然
災
害
ば
か
り
で

な
く
、
工
業
の
発
達
や
人
口
密

度
か
ら
の
人
為
災
害
が
少
な
く

な
い
。
3
0
数
年
前
か
ら
新
し
い

分
野
と
し
て
災
害
心
理
学
が
誕

生
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
大

阪
万
博
の
際
の
群
衆
讐
鱒
1

9
5
5
年
の
建
築
基
準
法
の
改

正
、
自
治
体
の
防
災
計
画
、
阪
神

大
震
災
の
被
災
者
の
精
神
ケ
ア

に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
や
身
近

な
ホ
テ
ル
の
ビ
ル
火
災
で
の
安

全
避
難
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

▽
桜
球
会

4
月
8
日
に
盛
岡
市
内
「
御

節
」
で
。
学
校
か
ら
菊
地
綾
長

！
・
皇
・
…
与
！
・
…
l
…
・
l
・
・
，
！
」
と
和
田
野
球
部
顧
問
が
出
席
。

昭
和
3
0
年
代
は
製
粉
、
4
。
年
㌻
月
2
3
日
に
は
野
球
部
O
B
2
4

代
は
輸
出
用
米
菓
、
5
0
年
代
は

自
社
開
発
の
冷
凍
和
菓
子
、
6
0

年
代
は
そ
れ
ま
で
の
集
大
成
と

し
て
の
チ
ェ
ー
ン
展
開
と
続
い

た
。そ

し
て
平
成
に
な
っ
て
石
鳥

谷
の
国
道
沿
い
に
6
千
坪
余
の

土
地
を
求
め
パ
ー
ク
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
王
場
公
園
）
構
想
と
レ

ス
ト
ラ
ン
ビ
オ
ト
ー
プ
芽
吹
き

屋
を
併
設
す
る
阿
部
社
長
の
理

想
像
が
実
っ
た
。

阿
部
社
長
は
農
作
物
の
遺
伝

子
組
替
え
も
含
め
て
日
本
の
農

業
の
将
来
に
も
一
家
言
を
も
ち
、

こ
の
話
題
に
な
る
と
議
論
は
果

て
し
な
く
続
く
。

仕
事
の
合
間
に
は
庭
園
の
谷

間
に
続
く
小
径
を
〝
思
惟
の
小

径
″
と
名
付
け
て
散
策
を
す
る

の
が
楽
し
み
だ
と
い
う
。

輸
出
は
40
年
代
か
ら
経
験
済

み
、
世
界
を
見
据
え
て
の
内
外

の
事
業
展
開
は
さ
ら
に
挑
戦
が

つ
づ
く
よ
う
だ
。

名
の
参
加
に
よ
り
、
桜
球
会
軟

式
野
球
大
会
が
滝
沢
グ
ラ
ン
ド

で
行
わ
れ
た
。

▽
バ
レ
ー
0
8
会

7
月
2
2
日
に
盛
岡
市
内
「
ホ

テ
ル
東
日
本
」
で
。
学
校
か
ら

伊
藤
秀
一
バ
レ
ー
部
顧
問
、
同

窓
会
か
ら
村
上
照
五
郎
副
会
長

が
出
席
し
、
約
3
0
名
の
参
加
に

よ
り
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

▽
旧
18
・
新
1
回
生
同
窓
会

8
月
3
1
日
に
旧
1
8
と
新
1
回

生
は
盛
岡
市
内
「
エ
ス
ポ
ワ
ー

ル
い
わ
て
」
で
3
3
名
が
参
会
し

た
。
こ
の
回
生
は
入
学
時
は
旧

制
岩
手
中
学
に
一
緒
に
入
学
、

卒
業
は
新
制
高
校
誕
生
に
伴
な

っ
て
分
か
れ
て
卒
業
し
た
だ
け
、

久
し
ぶ
り
の
会
合
に
湧
い
た
。

菊
地
校
長
か
ら
学
校
の
現
況
を

聞
き
、
新
1
回
の
佐
々
木
京
一

着
の
四
作
目
の
著
書
「
一
揆
の

奔
濡
」
1
伝
承
二
二
閉
伊
一
揆

－
の
出
版
を
祝
っ
た
。

殊
に
も
昭
和
2
3
年
に
韓
国
に

帰
国
し
て
以
来
、
5
2
年
ぶ
り
に

来
日
し
た
平
山
博
君
＝
現
姓
李

錮
均
若
と
の
夢
の
再
会
は
何
よ

り
の
収
穫
だ
っ
た
。

▽
九
桜
会

1
1
月
1
1
日
に
盛
岡
市
内
「
ホ

テ
ル
エ
ー
ス
」
で
。
学
校
か
ら

青
木
教
務
主
任
が
出
席
し
、
約

40
名
の
盛
会
と
な
っ
た
。

▽
新
18
回
生
同
窓
会

日
月
2
5
日
に
繁
温
泉
「
ホ
テ

ル
大
観
」
で
、
約
2
0
名
が
参
加

し
、
新
18
回
生
の
村
井
紀
之
副

会
長
も
出
席
し
た
。

▽
薪
1
9
回
生
同
窓
会

1
2
月
5
日
に
盛
面
市
内
「
申

え
」
で
。
菊
地
校
長
も
出
席
。

難
O
B
会
の
総
会
や
各
回
生
の

集
ま
り
等
が
あ
り
ま
し
た
ら

岩
手
高
校
内
、
同
窓
会
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
事
務
局
よ
り

同
窓
会
名
簿
が
平
成
1
2
年
3

月
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
直
後
か
ら
同
じ
内
容
の
苦
情

電
話
が
相
次
ぎ
ま
し
た
の
で
、

ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
内
容
は
ほ
ぼ
同
一
で
、

名
簿
が
届
い
て
以
来
変
な
電
話

が
か
か
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
ど
う
や

ら
住
所
や
電
話
番
号
が
一
部
の

心
な
い
業
者
に
流
出
し
て
い
る

よ
う
な
の
で
す
。
変
な
電
話
と

は
、
新
商
品
の
紹
介
と
か
、
先

物
取
引
の
案
内
な
ど
の
よ
う
で

す
が
、
大
変
迷
惑
で
困
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
だ
、

本
校
の
卒
業
生
ば
か
り
で
は
な

く
、
他
校
出
身
者
に
も
同
様
と

の
こ
と
で
す
の
で
、
本
校
限
定

で
は
な
い
よ
う
で
す
。

本
校
同
窓
会
事
務
局
で
は
、

同
窓
生
以
外
に
は
名
簿
の
発
売

は
一
切
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
電

話
で
の
購
入
受
付
は
行
っ
て
い

ま
す
が
、
本
人
で
あ
る
こ
と
の

確
認
を
と
れ
な
い
方
に
は
お
断

り
し
て
お
り
ま
す
。

但
し
、
卒
業
生
か
ら
名
簿
が

流
出
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
そ
の
こ
と
に
関
し
ま
し

て
は
事
務
局
と
い
た
し
ま
し
て

も
そ
こ
ま
で
責
任
を
持
つ
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
同
窓
生
の
方
々

の
良
識
あ
る
判
断
を
切
に
お
願

い
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

割　　 烹

「 こ う 弥 」
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